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＜連絡事項＞
貯水槽清掃作業のお知らせ
10/8（水）
　南病棟井水受水槽　断水時間8：00～11：00　
　→断水箇所：南Bホールトイレ・西B男子トイレ・東B女子トイレ・レストラントイレ

　西病棟市水受水槽　断水時間9：30～15：30
　→断水箇所：西B全部、東B風呂、東ABC全部、本部流し

＜入室状況＞
【入院】
・野村　美智子様～東病棟Cユニット5号室に医療保護入院となる。

＜患者様連絡事項＞
・下浅　光敬様～本日から10：00～12：00、14：00～16：00で開放観察の指示あり。

[bookmark: _GoBack]・寺地　啓喜様～主治医からロラゼパム増量の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。他室入室、不穏・興奮あり早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。壁蹴りあるが一時的。妄想言動、不穏さ無く経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚さ、逸脱行為無く経過している。拘束部位の循環障害や皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藪　真弓様～身体拘束中。午前午後3時間ずつの開放観察指示あり。開放中の危険行動はない。穏やかにTVを見て過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・下浅　光敬様～終日隔離中。午後2時間の開放観察指示あり。午前中は穏やかに入浴する。午後より落ち着きのなさ訴え、13：05不穏時ホリゾン5㎎　2T、ソワソワ時プラムペキソール0.5㎎　1T服用。開放中は多弁・多動さあるが易怒性なく粗暴行為に至らず経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜柞木田Dr診察＞
・石橋　佐太史様～診察中容量の得ないことを興奮しながら話し多弁さ著名。内服薬追加検討すること説明すると「いらない、飲まない」と話されるため本日よりロナセンテープ（40）2枚追加処方となる。

・磯島　茜様～処方変更なし。スマホ使用に関しては後見人へ再度使用可能かどうか確認するようにとのこと。

・和田　昌様～本人より腰痛の訴えありノイロトロピン錠毎食後へ増量となる。

・滝田　英人様～処方指示変更なし。

・松橋　和大様～家族、本人希望通り10/3　10時退院予定となる。初外来日10/20。本人より不穏時持っておきたいとの事で不穏時も追加で処方あり。うしお内科へ紹介状作成中。

・庭野 良広様～徘徊や他室侵入あること情報提供する。クエチアピン追加となる。またアルコール性認知症疑いのためFABとJARTをして脳機能が下がっていれば頭部MRI検査とSPECTを予定とのこと。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年10月1日　　12：39
  氏　　名：野村　美智子（のむら　みちこ）様
　生年月日：昭和37年1月19日（63）
　病　　名：脳血管認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　＜経過＞
　令和3年頃より、長男妻に対して物盗られ妄想が見られることがあった。
　また、法事のダブルブッキングをしてしまうことがあり、指摘されると
　激高する様子がみられていた。突然火が付いたようにカーッと怒りだし、
　追いかけまわすなどの行動も認められていた。令和6年2月8日、自宅内
　でトイレの場所が分からなくなる、疎通不良となる等あり、神奈川県
　横浜市にある旭中央総合病院へ救急搬送され、心源性脳梗塞と診断され
　入院となった。同月27日より、同院内の回復リハ病棟へ転棟となったが、
　他者の物を盗る、離棟する、粗暴行為、手洗いを繰り返すなどの反復行
　為あり。同年5月7日に横浜ほうゆう病院(精神科)へ転入院となっていた。
　転入院時の診察時には、医師に対して拳を振り上げる、シャドーボクシ
　ングを行う、履いている靴を飛ばすといった様子が見られ落ち着かない
　為、胴拘束を開始していた。車椅子拘束する事もあったが、拘束された
　状態で自走し、他者の車椅子を倒すこともあった。その後鑑別診断行い
　前頭側頭型認知症の診断を受けていた。次第に状態が落ち着いたため、
　長女の住む八戸市へ転居し、「老健ひばりの里」へ令和７年3月21日に
　入所となった。入所当初は落ち着いて過ごしていたが、次第に徘徊や易
　怒性が出現。徘徊時には特に指示理解困難な様子であった。また、リハ
　ビリ等を行っている際には必要以上に滑車を引っ張ることや、棒状のも
　のを持たせると素振りをする、行動を止めようとした際や、声掛けをし
　た際に逆上する、何度も手洗いをしている様子や排泄の際に臀部を何度
　も拭くなどの様子もあった。また、突如として興奮し施設ＰＴである長
　女を捕まえ長時間話したり、大声を出すこと見られていた。薬剤調整を
　希望にて、令和７年6月23日受診。薬剤調整を行っているが、施設内で
　の他患者への過干渉や物品破壊、スタッフへの暴力行為が続き、施設内
　での対応が困難となってきていることから今回入院の希望あり。
　　上記経過により東病棟Cユニット5号室に医療保護入院となる。

